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［Original article （原著）］ 

 

Development of nursing technology educational materials  

by applying mixed reality on the theme of foot bathing 

足浴法を主題とした複合現実感の応用による看護技術教育教材の開発 

 

KIYOKAWA Takuma 

清川拓馬1 

 

Abstract 

In this project, the focus was on nursing technology education, specifically on foot bathing techniques. 

Two types of educational materials were developed: active and passive learning materials. 

The active learning materials allowed students to experience the techniques from multiple perspectives, 

while the passive materials provided a comprehensive overview from a single viewpoint. 

Results from participant surveys demonstrated that both types of materials contributed to knowledge acquisition. 

Notably, the active learning materials captured students' interest and enhanced their concentration. 

This project underscores the effectiveness of utilizing mixed reality in nursing technology education, 

offering insights into how augmented reality can expand and enhance the learning experience 

in the field of nursing. 

 

本開発では、看護技術教育としての足浴法に焦点を当て、主体型と客体型の教育教材を開発した。 

主体型教材は複数の視点から技術を体験させ、客体型教材は単一視点で技術の全体を学習させた。 

アンケート結果から、両方の教材が知識の習得に寄与し、主体型教材が興味を引き、集中力を高めることが示されました。 

本開発は、複合現実感を活用した看護技術教育の有効性を示し、現実空間の創造と拡張が看護の分野でも可能であることを示唆している。 

 

Key Word： 足浴 複合現実感 看護技術 

 

Ⅰ はじめに 

看護学教育や看護技術教育の学修、研鑽の質を高

めることは、患者の理解と看護実践において重要な要素

である。特に、看護職の養成課程では、看護技術習得

にかける時間が限られており、より効果的で質の高い学

習を、効率的に方法を検討する必要性がある。 

今回、看護技術を学ぶ方法として、医療分野 1）2）だけ

でなく、他分野でも盛んに行われている 3）4）仮想現実を

用いた教育方法に注目する。 

 
1 TOHTO University, Faculty of Human-Care at Makuhari 

1-1,Hibino,Mihama-ku,Chiba-city,Chiba-prefecture, 261-0021/ takuma.kiyokawa@tohto.ac.jp 

そこで、仮想現実を、現実で部分的に再現する 5）こと

で、没入感のある体感ができ、より看護技術の学習効果

が高まるのではないかと考え、開発を行った。 

 

Ⅱ 目的 

本研究では、看護技術として一般的な足浴を題材

に、複合現実感を取り入れた看護技術教育教材の開

発を試みる。 
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Ⅲ 研究方法 

1）提示教材の開発 

一般的な看護技術における足浴法として、医中誌 Web

版及び CiNii Articles、メディカルオンライン、PubMed を

用いて、“足浴”“密封式”“人工炭酸泉”“アロマ”のキー

ワードから文献検索 6）を行い、共通な要素 36 項目をも

とに、一般的な足浴法を検討した 7）～21）。 

教育内容については、A 大学医学部看護学科教員

監修のもと、それぞれの教育教材に差異が出ないように

配慮した。 

ⅰ．主体型看護技術教育教材 

検討した足浴法に準じて模擬演習を行い、その際の

足浴法実施者の視線映像、患者足元左 45 度地点お

よび患者左側面からの俯瞰映像を撮影し、編集を行っ

た。編集した映像には、足浴法の概要や解説を文字及

び音声で映像中に適宜挿入 22）～24）し、HMD で再生可

能な教材を作成した。 

原則、複数の視点が同時に再生されるように俯瞰映

像を全画面表示し、画面の右下もしくは左上に俯瞰映

像との面積比 9：1 程度で、視線映像を表示した。また、

HMD を通して画像を見た時と現実空間を見た時の尺度

に変化がなく、同じ印象が持てるように配慮した。 

ⅱ．客体型看護技術教育教材 

検討した足浴法に準じた内容をもとに、文章や写真を

使用した映像および試料を作成する。また、文献により

検討した足浴法の共通な要素である 36 項目（表 1）が

すべて入っていることを確認した市販の看護技術教育用

ビデオ（インターメディカ社「看護スキルシリーズ日常生活

の援助」1994）を活用して教材を作成した。 

 

2）看護技術教育教材についてのアンケート 

それぞれの教材について A 大学医学部看護学科に

在籍する学生 40 名に使用してもらい、アンケート（教材

体験前後で、“看護技術における『足浴』とは、どのような

看護技術ですか”、教材体験後に、“体験していただいた

教育では、どちらの教育法が良かったですか”、“体験して

いただいた教育では、どちらの教育方法が集中して取り

組めましたか”）を実施した。 

 

Ⅳ 結果 

1）提示教材の開発 

ⅰ．主体型看護技術教育教材 

文献により検討した足浴法に従い、足浴法の共通な

要素である 36 項目がすべて入るように、手順を確認して

模擬演習を行った。演習の様子は頭部に設置したカメラ

からの視線映像、患者足元左 45 度地点からの俯瞰映

像、患者左側面からの俯瞰映像を撮影した。 

撮影した映像を患者足元左 45 度地点からの俯瞰映

像を基本とし、手元動作が必要な場面においては手元

を基本の映像とした。教育に使う教材では複数の視点が

同時に再生されるようにし、画面の右下もしくは左上に基

本の映像との面積比 9：1 程度の画面で表示した（図

1）。演習映像再生時には演習中の音も再生した。適

宜、実施している内容の説明文が画面中央下部 3 分
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の 1 のスペースに表示されることとした。 

さらに、映像と著しく説明文が被る場合は、吹き出し

処理をし、画面内部に表示することとした。映像編集で

は切れ目なく映像が表示されるように、画面切り替え時

にはフェード処理を施した。 

映像の構成としては、一般的な足浴法の目的と種類

について学習した後、技術への付加としての選択肢と技

術の目的や選択基準を技術の手順と並行する形とし

た。 

ⅱ．客体型看護技術教育教材 

文献により検討した足浴法に従い、紙面媒体の作成

及び映像媒体を作成した。 

映像の構成としては、一般的な足浴法の目的と種類に

ついて学習した後、一般的な足浴法の演習について、市

販の看護技術教育用ビデオ ⁾から当該箇所を見せること

とした。その後、足浴法の種類について各個に説明を行っ

た（図 2）。また、文献により検討した足浴法の共通な要

素である 36 項目がすべて入っていることを確認し、客体

型看護技術教育教材と質的な差異がないこととした。 

また、看護技術としての足浴法の概要については PC

モニタ上で視聴できるように文字及び音声で説明が流れ

るようにした。 

 

2）看護技術教育教材についてのアンケート 

“看護技術における『足浴』とは、どのような看護技術

ですか”という質問項目において、技術としての要素が記

入できていた単語の個数を比較したところ、どちらにおいて

も学習前に比べて、学習後の個数が向上していた。 

実験終了後のアンケートでは、“体験していただいた教

育では、どちらの教育法が良かったですか”という項目で、

実施者全体の 95％が主体型看護技術教育を支持し

た。また、“体験していただいた教育では、どちらの教育方

法が集中して取り組めましたか”という項目では、実施者

全体の 77.5％が主体型看護技術教育を支持した。 

 

Ⅴ 考察 

1）提示教材の開発 

主体型看護技術教育に用いる映像の長さは 19 分で

あり、客体型看護技術教育で用いた映像の長さは 20

分であったことから、教育法自体に時間的差はないと判

断できる。また、主体型看護技術教育で用いる HMD

は、新井らの研究 25）にもある身体への負担の少ない 15

分から 20 分という時間と同様であることから、身体的に

影響のない範囲であり、安全性の高い教材とすることが

できている。 

主体型看護技術教育で用いた映像教材は複数の視

点を付与することにより、没入感を感じられ、実施をする

視線から技術を追体験することができるように構成してい

る。全体の流れだけでなく、細かな看護職の動きを再現

し、細部まで技術習得に貢献することが示唆された。複

数の視点からの映像だけでなく、浦谷らの研究 26）にもあ

るように適宜映像の邪魔にならない範囲で説明や注釈を

加えることで、並行して概要の理解も可能とすることがで

きた。 

客体型看護技術教育で用いた映像及び教材は、単

一の視点及び俯瞰的な位置からの客体的に技術を見る
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という点で構成することができている。これは技術全体を

見ることで、大きな流れとしての技術の習得に貢献するこ

とが示唆される。 

 

2）看護技術教育教材についてのアンケート 

看護技術の知識として、構成要素を単語として書き

出すことについて、それぞれの教育方法や未習や既習に

関わらず同様の傾向であり、どちらの方法であっても技術

的知識を付与することに差は少なく、知識の総量差はな

いと考えられる。 

また、主体型看護技術教育教材は、学習への興味

関心を引き出し、集中力の付与に貢献することはできた

のではないかと考えられる（図 3）。 

 

Ⅵ 結論 

今回実施したどちらの教育教材でも、実施者に「足

浴」という看護技術についての知識を付与し、保有させる

ことができた。本研究の対象者は若年者ではあったが、

新規性のある技術への興味や関心は高く、その有効性

を発揮できる可能性がある。 

本研究では、ヒトはどの範囲までを現実として認識する

ことが可能であるのか、という現実の拡張性や仮想空間

の汎用性への可能性を示唆し、新しい価値としての現実

空間の創造や私的な現実世界の拡張を行う複合現実

感によってもたらされる効果は、看護という場においても発

揮されることを期待させた。 
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